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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はシチジンデアミナーゼ遺伝子ファミリーのメンバーです。22番染色体上の、遺伝子重複に起因すると考えられるクラスターに存在する7つの関連遺伝子または擬似遺伝子の1つです。このクラスターのメンバーは、CからUへのRNA編集シチジンデアミナーゼAPOBEC1と構造的および機能的に関連するタンパク質をコードしています。これらのタンパク質はRNA編集酵素であり、成長または細胞周期制御に関与していると考えられています。この遺伝子、APOBEC3B、および隣接する遺伝子APOBEC3Aの間の約29.5kbの配列が欠失することで、ハイブリッド遺伝子が形成されます。欠失の切断点は2つの遺伝子内に存在するため、欠失アレルはAPOBEC3Aのプロモーターとコード領域を持ち、APOBEC3Bの3' UTRを持つと予測されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年7月]
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	APOBEC3B ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

